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研究成果の概要（和文）：　本調査研究は、かつて（20年～30年前）調査した街区（都市組織）を同じフォーマ
ットで調査することを大きな特徴とするが、スラバヤ、バンコク、コルカタ、ジャイプル、北京、西安について
調査を実施し、さらに新たにカイロについても同様の調査を実施することが出来た。
  共通して明らかにしたのは、都市村落の多様化、モザイク化の進行、同じ都市でも急速に現代化が進行する地
区、空洞化する地区、アーバン・ヴィレッジの特性を依然として維持する地区などが分離しながら併存している
ことである。
　そして、居住環境整備の手法としてのカンポン・インプルーブメント・プログラムの新たな展開が大きな示唆
を与えることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　This research is based on the field studies on urban tissues especially 
called urban villages in Asian Mega City, Surabaya, Bangkok, Jaipur, Kolkata, Beijing, Xi'ang. The 
unique method of the study is to clarify the transformation of urban villages by the same format for
 these 20-30 years. 
  The major point that this research clarified is the form of urban villages varies according to 
their locations in the cities. There coexist rapidly modernizing district, blighted district, 
district maintained village like feature...and so on.
  As for the future development of improvement program of urban villages, we can get many 
suggestions from Kampung Improvement Program carried out in Surabaya.  

研究分野： 建築計画

キーワード： アーバンヴィレッジ　都市組織　都市住宅　都市村落　居住環境整備　カンポン　KIP

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　21世紀半ばに100億人に達する世界の人口増加のほとんどは熱帯地域の大都市である。その人口増加を支える
居住地となる アーバン・ヴィレッジについて、ユーラシア全体を視野に入れて、大きく類型化するとともに、
この20～30年間の変化を明らかにしたことにおいて、本研究は大きな学術的意義を有している。
　そして、アーバン・ヴィレッジの居住環境整備の今後の指針について、その方向を、特にスラバヤのカンポ
ン・インプルーブメント・プログラムの展開をもとに明らかにしたことは、実践的な意義がある。また、この指
針は、発展途上地域のみならず、日本の居住環境整備、集合住宅計画、街区設計にも大きな示唆となるものであ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
1．研究開始当初の背景 

（1）本研究計画は,申請者が 35 年余にわたって実践してきたアジア都市研究を基にしており,これまで展開

してきた多くの研究テーマが関わっている。インドネシア（スラバヤ）のカンポン kampung（都市村落）につ

いての臨地調査をもとにハウジング計画―論を展開した『インドネシアにおける居住環境の変容とその整備

手法に関する研究』（学位請求論文（東京大学）,1987 年,日本建築学会賞（論文賞）,1991年）が原点であり,

一連の研究は大きく都市組織（住居類型，街区構成）に関する研究とエコハウス,エコタウン・モデルの開発

に関する研究に分かれる。 

 

（2）都市組織研究としては,臨地調査の対象を，インドネシアからインドへ（ジャイプル,マドゥライ,ヴァー

ラナシーなど），また，イスラーム圏の都市へ（ラホール,アーメダバード,デリーなど），さらに東アジアの諸

都市へ（北京，西安，南京,台北など）拡大してきた。その過程で，それぞれの地域に,一定の都市型住宅およ

び都市組織が成立してきたことを明らかにしたことは,本研究計画の大きなベースとなっている。 

 

（3）一方，居住環境整備については，「スラバヤ・エコハウス」と呼ばれることになる実験住宅を建設するこ

とができた（途上国建設技術開発促進事業（パッシブソ－ラ－システム）： 建設省・国際建設技術協会， 1999

年，発展途上地域（湿潤熱帯）の大都市における居住地モデルの開発に関する研究：科学研究費補助金基盤

（B）：2002－2005年など）。本研究は，これまでの研究の 2つの系譜を総合化しようとするものである。 

 

2．研究の目的 

（1）本研究は,インドネシアのカンポン（都市村落）に関する研究を開始して以降，これまで展開してきた都

市組織（urban tissues, urban fabric）研究を集大成し，発展途上地域特にアジアのメガ・シティ（大都市）

とアーバン・ヴィレッジ（都市村落）の形成，変容，転生のあり方を体系的に明らかにし，総合的な居住環境

整備の手法を提起することを目的にしている。 

 

（2）アジアの大都市はますます巨大化し，その多くは深刻な都市居住問題を抱えている。また,急速にその歴

史的特性を失いつつある。そうした中で，新たな都市住宅や居住地のモデルが求められている。本研究の大き

な目的は, アーバン・ヴィレッジに焦点を当てることで，アジアの大都市の居住環境の今後の多様なあり方

について,世界史的なパースペクティブに基づいて，その指針を示すことにある。 

 

3．研究の方法 

（1）本研究は，臨地調査を基本とする。インド圏，中国圏，東南アジア圏から，立地，都市形成の背景，都

市の規模等を考慮して，3都市程度を調査対象とする。各圏域，各都市における居住環境整備の手法を把握し

た上で，これまで調査を行った地区を中心に詳細調査の対象とする。 

 

（2）臨地調査における調査内容は,各都市共通とし,これまで積み重ねてきた調査手法をとる。すなわち,都市

全体についての基礎的情報（文献・史料調査,絵図・地図史料,都市計画関連報告書・史料等）を収集整理した

上で,都市の形成過程を確認,詳細なベースマップを作成することによって空間構成の全体を分析した上で,

各種施設の分布図を作製するとともに,典型的街区を選定,詳細に図面化する。住居類型毎に実測し,ヒヤリン

グを行うとともに,その変容過程を明らかにする。 

 



4．研究成果 

（1）臨地調査を展開できたのは、イン

ド圏のジャイプル、コルカタ、中国圏

の北京、西安、東南アジアのスラバヤ、

バンコク、そして、当初の計画にはな

かったイスラーム圏のカイロである

（図 1）。それぞれ都市住宅の型、街区

パターンを異にしており、アジア各都

市の街区組織と都市住宅の類型化につ

いて、大きなフレームを得ることがで

きた。 

 

（2）各都市について、建物の用途,階

数,構造などの調査項目に基づく施設

分布図,住居類型分布図を街区組織図を作成、この間の変化を明らかにした。例えば、コルカタのチョーリン

ギー地区は、20 世紀末には見られなかった超高層マンションが建つなど急速な現代都市化が進行する一方、

ストリート・ドゥエラーが依然として存在するなど、先進諸国の大都市にはみられない階層の分離併存の形態

をみることができる。それに対して、スラバヤでは、都心部のカンポン（図 2）では空家が増えるなど人口減

少が見られる一方、30 年間ほぼ変わらないカンポンも見られる。共通して指摘できるのは、ひとつの大都市

においてもアーバン・ヴィレッジが多様化しつつあること、すなわち、モザイク状に編成されつつあることで

ある。スラバヤについてみると、例えば、次のようなカンポンをみることができる。 

 

（3）カンポン・ドリイは,東南アジア最大,少なくともインドネシア最大の売春地区と言われてきた（図 3の

18）。市長は,地区の閉鎖を断行(2014 年 6 月),靴,バティック,食料品,工芸品を製造する家内工業のための職

業訓練を実施してきた。市長は当初ドリイの名を変えようとしたが,居住者はその名の継続使用を希望し,製

造品にもドリイの名を用いることを主張,現在では,カンポン・ドリイの名はその製品とともに知られるよう

になっている。このカンポン・ドリイの再開発はジャカ

ルタなど他の都市のモデルとなっている。 

 カンポン・マスパティはカンポン・ラワス Kampung 

Lawas（古カンポン）運動を展開することで知られる（図

3 の 2）。住居や学校は元の形態に復元修復され，子ども

のゲームや遊びもかつて行われていたものを復活しよう

とカンポン内に専用のスペースを設けている。現在は定

期的に,伝統的な食べ物や飲み物が提供され,戦前期に戻

ったかのような体験ができるグループ・ツアーが開催さ

れている。レモダンスと呼ばれる伝統的なパフォーマン

スが観光客向けに披露されたり,また、協同組合による家

内工業が行われ,加工食品及び飲料の製造過程が見学で

き,生産工程を体験できる施設もある。またそれらの食べ

物や飲料などの商品を購入できる協同組合が運営する古

民家を活用したお土産屋もある。 

カンポン・クンジェランは,スラバヤの最古の漁村であ

 

図 1 ユーラシアの都城と文明生態圏と調査対象都市 

 
図 2 スラバヤのカンポン・サワハン 



り,植民地時代にはレクリエーション地域であった（図 3の 17）。しかし,漁村地区は,廃棄物の投棄,海洋汚染

による環境悪化のため,新しい海浜公園が建設されるとともに,居住環境改善のために共同浄化槽を設置し,

廃棄物収集システムの整備が行われた。また,ブランディング事業として,クンジェランの特産物について販

売促進の事業が行われ,女性のための職業訓練も実施されている。住居の改善については,リスマ市長によっ

て住居にペンキで色を塗ることが提唱され,塗料メーカーから塗料の寄付を受け,市長自ら住民とともにペン

キを塗るなど,住環境改善の意識を高めるユニークな試みがなされている。 

 カンポン・クパン・クラジャンは, 2002年に総合的 KIP（カンポン・インプルーブメント・プログラム）が

行われ、最も成功したカンポンのひとつである（図 3の 9）。具体的には、ロントン lontong(バナナの葉で包

んだ米菓子)製造のための BUM(Bina Usaha Mandiri独立事業開発)という小規模事業者の協同組合を設立し、

事業展開を行ってきた。その後、BUM の資本金も増資されている。クパン・クラジャンは,その業績によって

スラバヤ市の協同活動コンクールで最優秀賞を獲得し,他のカンポンや他の自治体,さらには国外にも大きな

刺激を与えてきた。KIP 後の物理的環境も良好に保たれ,環境保護にも熱心である。全ての RW（町内会）で環

境委員会が設立され, 相互扶助活動(ゴトン・ロヨン)によって,植樹,ゴミの分別収集,廃棄物のリサイクルな

どを展開してきた。リサイクル製品(鞄,財布,傘など)の製造は,今のところ小規模ではあるが,日本に輸出す

るものもあり,雇用機会を生んでいる。廃棄物のリサイクル製品は,住民の意識を高めるのみならず,経済的な

利益をもたらしている。グリーン＆クリーン活動についても,RW3 が優秀カンポンのひとつに選ばれている

（2007年）。（他の事例略） 

 

（4）アーバン・ヴィレッジの居住環境整備の指針については、これもスラバヤの KIPの多様な展開が大き

な示唆を与えてくれる。1990年代末以降,総合的(Comprehensive)KIPと呼ばれる,物理的環境改善だけでなく,

職業訓練や小規模事業支援などが行われる。このプログラムは環境,経済,社会の強化を掲げたものであり,生

活水準の向上が目標とされた。1990 年代末の政変ののち,金融危機により一時中断されるが,2001年に再開さ

れ 2007年まで続く。総合的 KIPの実施以降,カンポンをベースとした,住民参加型のボトムアップ型の施策が

展開されている。KIP はこれ以降コミュニティ・オーガニゼーションを含め,各種公的機関が総合的に生活改

善を行うことが基本となる。 

そして、2010 年 9 月に就任したスラバヤ市長トゥリ・リスマハリーニは,「賢く,人道的で,威厳があり,そ

して環境にやさしい奉仕と貿易の都市として,より良いスラバヤを目指して」をビジョンに掲げ,「1.スマート

シティライフの構築・2.人道的都市の表現・3.地域密着型経済の実現・4.環境に優しい活気のある都市」の実

現をうたい,31 すべてのクチャマタンで様々なセミナーを実施し,取り組みに意欲的な市民を環境ファシリテ

ータとして育成し,各カンポンに配置することを開始した。また,プログラムの一環として,環境コンテストを

開催し,カンポンの自主的な取り組みを評価する

ために積極的に取り組みを行うカンポンに対し

て表彰を行っている。KIPは,住民参加を前提とし

ており,自ら積極的に取り組みを行うカンポンに

は補助金を提供している。スラバヤ市長トゥリ・

リスマハリーニは、スラバヤ工科大学出身の建築

家であり、この間、共同研究を行ってきた J.シラ

ス栄誉教授の薫陶を得てきたすぐれた政治家と

して国際的にも評価されつつある。 

それぞれのカンポンで多様な KIPが展開される

が, 中心となるのは「ブルシー・ダン・ヒジャウ

Bersih dan Hijau(クリーン・アンド・グリーン)」

 

図 3 スラバヤの多様なカンポン 



と呼ばれる KIP で、各カンポンがその成果を競うクリーン・アンド・グリーン・コンクールも行われてきた。

共通に行われているのは、以下である。 

Ａ.コンポスト：家庭から出る生ごみを発酵腐熟させ,堆肥化するシステムをカンポン内に導入。タイヤをリ

サイクルさせて作ったコンポストである。これらがカンポン内にいくつも設置されている。このコンポストの

設置により,カンポンのゴミは大幅に減少した結果が出ている。さらに,家庭での衛生に対する意識が高まり,

衛生状態が改善されている。また,住民はこれらの堆肥を利用し,農産物を栽培・販売し副収入を得られる機会

にもなっている。 

Ｂ.水浄化システム：karbon 炭,batu石,serabutやし,のそれぞれ 3種類によって水を浄化し,カンポン内の

いたるところに配置されている。カンポンでの排水処理については,ゴミ問題に次いで大きな課題となってい

る。コンポストにより,ゴミ処理問題が徐々に改善される中で,今後排水処理システムが課題となる。 

Ｃ.緑化：Green and cleanを進める中で,もっとも重要な要素であり景観に関わるため特に積極的に行われ

ている。木を植樹し,プランターを多く配置させることで緑化を進めている。またコンポストからできた堆肥

を用いて,植物を育てている。 

Ｄ.街路舗装：カンポンの景観の美化をはかるために,住民の手により独自に行われている。舗装するだけで

なく,その上にアートを施すことで,カンポンの景観の統一をはかり,美化を進めている。  

Ｅ.リサイクル：カンポン内で出たゴミを,支援を得ながらリサイクルを行う。リサイクル後は,バックや財

布,傘などの手工芸品が製造され,住民によりこどものおもちゃや,コンテスト参加時の衣装(ドレス)がつく

られ,利用されている。 
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